





















































































年 見出し 記事タイトル 遊廓 花街 ページ数
９６～９７ 長崎タウンとその周辺 丸山 ２ × ０．６５
９７～９８ 長崎タウンとその周辺 丸山 １ × ０．６
９９～００ 長崎タウン大特集 異国からの贈り物 長崎のはいから菓子丸山・中通りほか × × ×
００～０１ × × × × ×
０１～０２ なんど行っても楽しい街長崎タウン特集
長崎地方研究家・越中哲也先生と歩く長
崎“華街跡”ぶらぶら散歩道 ６ １９ ２
０２～０３ 長崎タウン大特集 思案橋 丸山華街の名残りをそぞろ歩き ぶらぶら散策路 × ３ ０．３３
０３～０４ 長崎ハイカラ紀行 街歩き Route７花街の面影残る丸山 × ５ ２
０４～０５ 長崎タウン エリアで歩く 花街として栄えた面影漂う丸山 × ５ ０．６
０５～０６ 長崎タウン 長崎ばさるかんね。コース５花街の面影残る石畳をぶら～りぶらり 丸山 × １０ ２






畳をぶらり ６ ４ ２
２００９ 長崎タウン 思案橋史跡料亭花月周辺
「日本三大花街のひとつ 芸子衆のロマ






丸山・思案橋 華麗な花街ストーリー ５ ７ １．７
































































































本稿において中心的に焦点を当てるのは、「Famouse Place at Nagasaki．長崎丸山遊廓寄合町」
というタイトルが印字された絵葉書にバークガフニが付したキャプション中の「長崎の花街―Na-








とおりである。［ 発言が重なった時点、（ ） 聞き取り困難な個所、（ことば） 聞き取りが確定できない
























































Y：こないだまで h（０．２）中の茶屋 Tea Houseって書いてあったんですよ。
M：［はは（h）（h）












































































ブライアン・バークガフニ ２００５ 『アルバム長崎百年――華の長崎～秘蔵絵葉書コレクション～』 長崎文献
社。
越中哲也（他） ２００２ 『目で見る――長崎市の１００年』 郷土出版社。
日本交通公社出版事業局 １９９６ 『るるぶ長崎’９６～’９７ るるぶ情報版 九州』
JTB １９９７，１９９９，２０００，２００１，２００２，２００３，２００４ 『るるぶ長崎 るるぶ情報版 九州３』。
JTBパブリッシング ２００５，２００６，２００７，２００８，２００９，２０１０ 『るるぶ長崎 るるぶ情報版 九州３』。
ブライアン・バークガフニ ２０００ 『蝶々夫人を探して――歴史に見る心の国際交流』 クリエイツかもがわ。
橋爪紳也 ２００６ 『絵はがき１００年――近代日本のビジュアル・メディア』 朝日新聞社。
トポスとしての「遊廓」
65
John, Urry，１９９０：The Tourist Gaze. Leisure and Travel in Contemporary Societies. London: Sage.（＝１９９５ 加太広邦
（訳） 『観光のまなざし――現代社会におけるレジャーと旅行』 法政大学出版局。）
JTBパブリッシング ２０１１ 「長崎県の観光スポット 人気ランキング」
（www.rurubu.com/ranking/index.aspx?CategoryCD=1&KenCD=42，２０１１／０１／０４）
加藤政洋 ２００２ 「都市空間の史層、花街の近代――ひとつの「場所の系譜学」へ向けて」 『１０＋１：ten plus
one』 第２９巻 pp．１３８‐１５２。
―――― ２００５ 『花街――異空間の都市史』 朝日新聞社。
古賀十二郎 ［１９６８］１９９５a 『新訂 丸山遊女と唐紅毛人 前編』 長崎文献社。
―――― ［１９６８］１９９５b 『新訂 丸山遊女と唐紅毛人 後編』 長崎文献社。
小谷野敦 ２００７ 『日本売春史――遊行女婦からソープランドまで』 新潮社。
中村雄二郎 １９８９ 『場所（トポス）』 弘文堂。
中嶋幹起 ２００７ 『古賀十二郎――長崎学の確立にささげた生涯』 長崎文献社。
太田達・平竹耕三 ２００９ 『京の花街――ひと・わざ・まち』 日本評論社。
Tessa, Morris-Suzuki，２００５：The Past Within Us. media/memory/history. London: Verso.（＝２００４ 田代泰子（訳） 『過
去は死なない――メディア・記憶・歴史』 岩波書店。）
上野千鶴子 １９９８ 『ナショナリズムとジェンダー』 青土社。
山口広助 ２００７ 『広助の「丸山歴史散歩」――くんち編』 自費出版。
好井裕明 １９９９ 『批判的エスノメソドロジーの語り――差別の日常を読み解く』 新曜社。
卒業研究 丸岡 裕美
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